
讀
者
の
領
分

注意

長
文
及
び
水
彩
畫

に
無
關
係
の
も
の
は
御
斷

り
。

◎
印
は
編
者
の
答
。
投
書
の
要
點
の
み
を
掲
ぐ

■

と
あ
る
森

の
茂
み
で
寫

生
を
し
て
ゐ
た
ら
、
傍

の
小
川
に
小
供
が
釣
を
し
て
ゐ
た
が
。
忽
ち
盆
を

覆
す

や
う
な
雨

に
驚

い
て
、
狼
狽
し
た
そ
の
姿
は

よ
い
ポ
ン
チ
で
あ

つ
た
(
鹿
兒

島
、
畫
甫

)■
う

つ

く
し
き

お
の
づ
か
ら
な

る
姫
神

の
み
下

に
た
か
き

秋
を
讃
せ
ん
(
晩
韻
生
)■
月
刊

ス
ケ
ッ
チ
と

い
ふ

雜
誌
は
近

い
う
ち
に
二
度
迄
も
體
裁
を
更

へ
た
、

あ
れ
で
は
他
日
合
本
の
時
困

る
か
ら
、
み

づ
ゑ
は

そ

の
や
う
な
事

の
な

い
や
う
に
希
望
す

る

(
愛
讀

者
)
◎

み
づ
ゑ
の
體
裁
は
此
儘
で

や
る
つ
も
り

で

す
■
始
め
て
寫
生
に
出
た
時
は
人
に
見
ら
れ

る
の

が
耻

か
し

い
や
う
で
、
穴
で
も
あ

つ
た
ら
這
入
り

た
か
つ
た
(
孤
崖
生
)■
1
文
部
省
中
等
教
員
圖
畫

試
驗
案
内
を
御
掲
載
下
さ
れ
た
し
。
2

圖
案
畫

法

を
御
掲
載
あ
ら
ん
事
を
乞
ふ
。
3
人
物
描
法
を
示

さ
れ
た
し
(
肖
像
畫
位

ひ
に
て
も
)
4
審
美
學

の
初

歩

を
講
ぜ
ら
れ
た
し
。
5
地
方

に
在
て
肉
筆
の
參

考
畫

を
見
る
事
を
得
る
の
便
宜
を
開
か

れ

た

し

(
地
方
獨

習
者
の
大
必
要
)
の
繪
葉
書

よ
り
も
畫
面

の
大
な
る
普
通
の
水
彩
畫

稿
を
募
集

せ
ら
れ

た
し

(
垂
虹

生
)
◎
1
、2
、
3
、
4

は
追

々
御
望

に
應
ず

べ
し
。
5
は
よ
き
方
法
あ
ら
ば
御
示
し
下
さ
い
。

地
方

に
よ

つ
て
は
隨
分
不
信
用
な
方
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
制
限
な
し

に
繪
を
御
貸
申
こ
と
は
出
來
ま

せ
ん
。
6
計
畫

中
■
1
繪

葉
書
競
技
會
を
毎
月
二

三
回
以
上
開
か
れ
た
し
。
2
同
時
に
畫
學
紙
八

ツ

切
位
ひ
の
水
彩
畫

交
換
も
願

ひ
た

い
。
3
み
づ
ゑ

紙
上
に

ハ
ガ
キ
集

と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
設
け
て

交
換

の
繪

ハ
ガ
キ
評

を
し

た
ら
利
益
が
多

い
事
で

せ
う
。
諸

君
御
賛
成
を
(
お
茶
の
子
）
◎
1
毎
月

一

回
で
さ

い
中

々
忙

し
い
の
で
す
か
ら
當
分
御
望
に

應
じ
か
ね

ま
す
。
2
計
畫
中
3
本
號

か
ら
實
行
し

ま
し
た
か
ら
ド
シ
ド
シ
御
投
書
を
願
ひ
ま
す
。
■

白
馬
會
は
新
作
が

い
つ
も
よ
り
は
少
な
く
殊
に
水

彩
畫

は
振
は
な

い
。
(黒
式
部
)■
私
が
水
彩
畫

を
始

め
出
し
た
の
は
忘
れ
も
し
な

い
二
年
前

の
秋

で
、

青
梅
の
珠

郎
氏

に
勸
め
ら
れ
て
上
手
下
手
は
自
分

の
腕
次
第

と
大
奮
發

で
や
つ
て
見
た
が
、
幾

度
と

な
く
失
敗
し
て
終
に
は
失
望
の
あ
ま
り
筆
を
捨

て

た
事
も
あ
つ
た
(珠

翠
生

)■

一
尺
五
寸

の
畫
板
を

携

へ
て
此
夏
旅
行
し

た
が
、
汽
車

の
改
札
口
を
通

る
時
閊

へ
て
大
閉
口
で

あ
つ
た
。
吾

々
初
學
者

に

は
、
普
通
石
版
三
枚
續

き
位
の
も
の
に
洋
紙

を
貼

つ
て
用
ふ
る
の
が

一
番
便
利
だ
と
思

ふ

(越
後
靜

遠

)
■
白
馬
會
で
小
林
萬
吾
氏
の
油
繪

を
、
硝
子
が

か

ゝ
つ
て
ゐ
る
か
ら
水
繪

と
間
違

へ
て
友
人
に
笑

は
れ
た
(
う

つ
か
り
坊

)■
1
み
つ
ゑ
の
四
號

は
印

刷
も
製
本

も
駄
目
だ
。
2
毎
號
鉛
筆
畫

の
講
話
を

出
し
て
下

さ
い
。
3
來
春

の
初
刷
に
は
美
術
雜

誌

の
模
範

と
な

る
や
う
な

も
の
を
、
出
し
て
下

さ
い

(
長
野
Q
Q
生

◎
1
別

に
前

々
よ
り
劣

つ
て
ゐ
る

と
も
思

へ
ま

せ
ん
が
、
多
く
の
中

に
は
不
出
來
の

も
あ
り
ま
し
た
ら
う
、
爾
來
注
意
致
し
ま
す
。
2

只
今
さ
る
人
に
依
囑
中
。
3
御
承
知
の
通
り
道

樂

雜
誌
で
す
か
ら
、
ひ
ま

と
金
の
あ
る
時
の
ほ
か
は
、

た
と

へ
新
年
で
も
特
別
の
設
備

は
出
來

ま

せ

ん

が
、
何

か
御
年
玉
位
い
は

つ
け

ま
す
。
■

み
づ
ゑ

愛
讀

者

の
大
寫

生
會
を
催
し
て
は
如
何

(
牛
込
横

好
生
)◎

い
つ
か
實
行

い
た
し
ま

せ
う
。

近
事
雜

聞

△
太
平
洋
畫
會

の
新
研
究

所
は
最
早
落

成
に
近
づ

き
し
を
以
て
こ
の
天
長
節
の
佳
辰
を
期

し
て
盛
ん

な

る
開
所
式
を
學
げ
會
に
關
係
あ
る
人
士
を
招
待

す

る
筈
に
て
當
日
は
餘

興
と
し
で
即
興
詩
人
其
他

二
三
の
素
人
演
劇
も
あ

る
よ
し

△
學
習
院
輔

仁
會

に
て
は
去
月

十
八
日
大
會
を
開

き
別
室

に
て
櫻
虹
會

々
員

の
作
な
る
水
彩
油
繪

九



十
七
點

を
陳
列
し
て
來
賓
の
參
觀

に
供
し
た
り

△
こ
の
程
石
州
濱

田
中
學
校
内

に
開
か
れ
し
繪
畫

展
覽

會
は
同
校
圖
畫
教

師
杉
浦
頼
武
氏
出
品

の
參

考
畫

も
澤
山
あ

つ
て
中

々
盛

會
な
り
し
と

い
ふ

△
但
馬
、
由
利
氏

へ
。
追

々
御
希
望

に
副
ふ

や
う

に
勉
む
べ
く
候

△
相
模
、
大
橋
氏

へ
。
御
送
り
の
繪
は
遠
近
法

の

間
違

あ
り

、
且
主
體

な
く
圖
柄
も
陳
腐

に
見
受
候
。

△
陸
前
、
海
老
名
氏

へ
。
御
入
念
の
作
な
れ
ど
左
の

方
省
筆
に
過

て
圖
柄
か
た
よ
り
申
候
。

一
層

御
研

究

あ
り
た
く
候

△
京
都
、
北
村
氏

へ
。
保
津
川

の
景
對
岸

も
前
景

も
同

一
筆
法
に
て
奥
行
見
え
ず
折
角
の
好
畫

題
今

一
工
風
あ
り
た
く
候

△
周
防
、
久
保
氏

へ
。
御
寄
稿
面
白
く
拜

見

い
づ

れ
み
づ
ゑ
紙
上
を
飾
り
可
申

候

△
神
戸
、
枯
星
氏

へ
。
御
手
紙

あ
り
が
た
く
存
候

新

刊

(十
月
廿
日
迄

に
寄
贈
を
受
け
し
分
)

●
英

學

生
　

二
ノ
十
、
十

一
　

東

西

社

●
ハ
ガ
キ
文
學
　

二
ノ
十
五
　
　
　
口

本
葉
青
會

●
同

一
週
年
紀
念
號

　

　

　

　

　

同

●
美

術

新

報
　

四

ノ
十

二
、十

三
　
畫

報
社

●
文

　

　

　庫

　
三
十

ノ

一
　

　
内
外
出
版
協
會

●
家

庭

の

友
　

三
ノ
七

　

　

同

●
向

上

主
義
　

十
三
、十
四
、十

五
　久

友
社

●
白

百

合
　

二

ノ
十

二

　
　

東
京
純

文
社

●
彼

　
　
　
蒼

　

一
ノ
四
　
　

　
　

一
圓
正
城
氏

●
國

民

評

論
　

八

　

　

　
國
民
評
論
社

●
音

　

樂
　

八

ノ
六

　

　
樂

友

社

　
美
し
き
音
樂

ヱ
ハ
ガ
キ
を
添
え
た
り

●
心
　

の
　
花
　
九

ノ
十
　
　
　
竹
拍
會
出
版
部

●
歐
　
舞
　
伎
　
六
十

六
　
　
　
歌
舞
伎
發

行
所

　
市
川
團
十
郎
追
善
芝
居

の
記
事
多
し

●
能

　

樂
　

三
ノ
十

　
　

能

樂

館

●
卯
杖
（
慰
問
の
卷
)
　

　
　
　

秋

聲
會
出
版
部

●
諸

家
の
繪
畫

及
美
文
あ
り

て
賑

や
か
な
り

●
新

　

　

　潮

　
三
ノ
四

　

　

　

新

潮
社

●
學
　
　
　
燈
　
九

ノ
九
　

　
　
丸
善
株

式
會
社

●
シ
ヤ

シ
ン
月
報
　
十

ノ
九

　

　

小

西

本

店

●
日
本
園
藝
雜

誌
（新
秋

の
卷
)
　

日
本
園
藝
會

●
園

藝

の

友

　
一
ノ
四

　

　

　

園
藝
研
究
會

●
日
本
美
術
磐
若

の
卷

　
　
　
　
　
日
本
美
術
社

　

口
繪

の
鮮
麗

な
る
は
此
誌

の
特
色
、
森

田
氏

の

　

人
體

の
形
相
は
人
物
畫

に
志
す
人
の
必
讀
す
べ

　

き
も
の
な
り

●
新

文

藝
　

二

ノ
十

二

　

新

文

藝
社

●
帝

國

文

學
　
十

一
ノ
十

　

　

　
帝
國
文
學
會

●
青

　
　

　
春

　
四
　
　

　

　
　

青

　
春
　
社

會
　
告

■
學
校
又
は
同
志

の
間

に
、
寫
生
會
、

ヱ
ハ
ガ
キ

　
會
等
の
設
け
あ
る
も
の
は
、
其
景
况

を
な
る
べ

　
く
詳
し
く
通
報

せ
ら
れ
た
し

■
前
項
團
體

及

び
個
人
の
作
品

の
現
物

、
若
く
は

　
寫
眞
を

寄

贈
せ
ら
る
れ
ば
、
優
秀

な
る
も
の
に

　
限
り
、
寫
眞

版

に
付

し
て
、
本
誌

に
登
載
す

べ

　
し

但
作
品

は
は
が
き
大
に
限
る

■
左

の
事
項
に

つ
き
廣
く
投
書
を
求

む

　
□
水
彩
畫

に
志
せ
し
最
初
の
動
機

　
□

始
め
て
戸
外
寫

生
を
試
み
し
時
の
感

　
□
寫

生
中
に
起
り
し
興
味
あ
る
出
來
事

　
□
書

を
學
び
し
爲
め
に
得
た
る
顯
著
な
る
利
益

　
□
其
他
水
彩
畫

に
關
す

る
意
見
報
導
小
品

文
等

■
以
上
〆
切

の
期
を
定

め
ず
、
半
紙
十
行

二
十
字

　
詰
に
て
、簡
單

に

字
體

明
瞭

に
認
め
ら
れ
た
し

■
繪
畫

及
寄
稿

に
し

て
、
本
誌
に
登
載

せ
し
も
の

　
(
讀
者

の
領
分
欄

を
除
く
)
に
は

、
主

任
大
下
藤

　
次
郎

の
肉
筆
繪

葉
書

一
葉
を
贈

る
べ
し

■
投
稿

の
返
戻
を
望

ま
る
ゝ
方
は
、
相
當

の
郵
券

　

を
添

へ
ら
れ
た
し

■
水
彩
畫

に
關
す
る
質
問
に
し

て
、

一
般
讀

者
に

　

有
益
と
認
む
る
も
の
は
、
答

へ
を
紙
上
に
掲
載

　

す

べ
し
、
但
初
め
よ
り
返
信
料
を
添

へ
ら

れ
し

　

も
の
は
直
ち
に
答
書
を
送
る
べ
し

■
眞

野
紀
太
郎
氏
は
、
遠
近
法

に
關
す
る
質
問
に

　
答

へ
ら
る
べ
し
。

　

但
複
雜

な

る
圖
説

を
要
す
る
も
の
は

此
限
り

に

　

あ
ら

ず


